
第１問 次の問い（Ａ・Ｂ）に答えよ。〔解答記号 ア ～ ネ 〕（配点 ４０）

Ａ 簿記に関する�ページから�ページの問い（問１～８）に答えよ。ただし，金額

の単位はすべて千円である。なお，（ ）は各自で考えること。

問 １ 次の文章の ア ～ ウ に入る最も適当なものを，後の解答群のう

ちから一つずつ選べ。

仕訳帳と総勘定元帳は，すべての取引が記帳され，簿記のしくみの上では

欠くことのできない帳簿であるため， ア とよばれる。 ア のほか

に，必要に応じて設けられる帳簿があり，これを（ ）という。（ ）には補助

記入帳と補助元帳がある。

取引は，まず，仕訳帳に仕訳の形で記入される。その後，仕訳帳にもとづ

いて総勘定元帳の各勘定に転記される。これらの記入が正しければ，すべて

の勘定の借方合計金額とすべての勘定の貸方合計金額は，つねに等しくな

る。これを イ という。

期末に，総勘定元帳などの記録を整理して帳簿を締め切り，損益計算書や

貸借対照表を作成する。この一連の手続きを ウ という。

ア ～ ウ の解答群

� 集 計 表 � 主 要 簿 � 補 助 簿

� 貸借平均の原理 � 損益計算書等式 	 貸借対照表等式


 元 入 れ � 再 振 替 � 決 算

旧 簿 記・会 計
（全 問 必 答）

― ４ ― （２６１７―４）



問 ２ 次のａ～ｅのうち，簿記上の取引は エ 個ある。 エ に当てはま

る数字を，解答用紙の解答欄にマークせよ。

ａ：出張に際し，旅費概算額￥５０を現金で渡した。

ｂ：店舗のレジから現金￥３０が盗まれた。

ｃ：新規出店に際し，月額￥７００で建物を借りる契約をむすんだ。

ｄ：定額資金前渡法により，庶務係に小切手￥１００を振り出して前渡しし

た。

ｅ：従業員を月給￥２００で雇用することにした。

問 ３ 次の取引を分記法で仕訳した場合，最も適当なものを，後の解答群のうち

から一つ選べ。 オ

取引：商品￥１３０（仕入原価￥１００）を売り渡し，代金は掛けとした。

オ の解答群

� （借） 現 金 １３０ （貸） 売 上 １３０

� （借） 売 掛 金 １３０ （貸） 売 上 １３０

� （借） 現 金 １３０ （貸） 商 品 １００
商品売買益 ３０

� （借） 売 掛 金 １３０ （貸） 商 品 １００
商品売買益 ３０

旧簿記・会計

― ５ ― （２６１７―５）



問 ４ 次の取引について，当座預金勘定と当座借越勘定に転記したものとして最

も適当なものを，後の解答群のうちから一つ選べ。なお，各勘定では，この

取引と関係のない記入は省略してある。 カ

取引：福岡商店は，×�年�月�日に，かねて鹿児島商店から商品を仕入れ

た際の掛け代金のうち，￥６００を小切手を振り出して支払った。なお，

取引直前における福岡商店の当座預金勘定の残高は￥４００であり，銀行

とは￥８００を借越限度額とする当座借越契約をむすんでいる。

カ の解答群

�
当 座 預 金

２/３ 仕 入 ４００

当 座 借 越
２/３ 仕 入 ２００

�
当 座 預 金

２/３ 仕 入 ２００

当 座 借 越
２/３ 仕 入 ４００

�
当 座 預 金

２/３ 買掛金 ４００

当 座 借 越
２/３ 買掛金 ２００

�
当 座 預 金

２/３ 買掛金 ２００

当 座 借 越
２/３ 買掛金 ４００

旧簿記・会計

― ６ ― （２６１７―６）



問 ５ 富山商店は，補助簿として，現金出納帳，仕入帳，売上帳，商品有高帳を

用いている。次の取引について，富山商店が記帳しない補助簿として最も適

当なものを，後の解答群のうちから一つ選べ。 キ

取引：富山商店は，新潟商店から商品￥３０を仕入れ，代金は現金で支払っ

た。なお，商品売買取引は�分法により記帳している。

キ の解答群

� 現金出納帳 � 仕 入 帳

� 売 上 帳 � 商品有高帳

問 ６ 総勘定元帳の記録が正しいかどうかを確認するために試算表を作成する。

試算表で発見できない転記の誤りとして最も適当なものを，次の解答群のう

ちから一つ選べ。 ク

ク の解答群

� 一組の仕訳の金額を貸借逆に転記した。

� 一組の仕訳の金額をいずれも借方に転記した。

� 貸借いずれか一方の金額を転記していなかった。

� 貸借いずれか一方の金額の桁を間違えて転記した。

旧簿記・会計

― ７ ― （２６１７―７）



問 ７ 次の 資料 は作成途中の�桁精算表である。 資料 に関する記述とし

て最も適当なものを，後の解答群のうちから一つ選べ。なお，残高試算表欄

は適正に記入されている。 ケ

資料 ×�年１２月３１日における�桁精算表（作成途中）

精 算 表
×�年１２月３１日

勘 定 科 目
残高試算表 損益計算書 貸借対照表

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方

現 金 １，１００
商 品 ４００
借 入 金 ３００
資 本 金 １，０００
商 品 売 買 益 １，４００
受 取 手 数 料 １００
給 料 １，２７０
支 払 利 息 ３０
当 期 純 利 益

２，８００ ２，８００

ケ の解答群

� 資産の勘定の金額を貸借対照表欄の貸方に書き移し，その合計額は

￥１，５００になる。

� 収益の勘定の金額を損益計算書欄の貸方に書き移し，その合計額は

￥１，４００になる。

� 当期純利益の金額は￥２００になり，損益計算書欄の貸方と貸借対照

表欄の借方に記入する。

� 貸借対照表欄の借方の合計額と貸方の合計額はそれぞれ￥１，５００に

なり，一致する。

旧簿記・会計

― ８ ― （２６１７―８）



問 ８ 次の総勘定元帳の締め切りに関するａ～ｄの手続きを正しい順序にならべ

たものとして最も適当なものを，後の解答群のうちから一つ選べ。 コ

ａ：収益と費用の各勘定の残高を損益勘定に振り替える。

ｂ：資産・負債・資本（純資産）の各勘定を締め切る。

ｃ：収益・費用の各勘定と損益勘定を締め切る。

ｄ：当期純損益を資本（純資産）の勘定に振り替える。

コ の解答群

� ａ → ｃ → ｄ → ｂ � ａ → ｄ → ｃ → ｂ

� ｃ → ａ → ｄ → ｂ � ｃ → ｂ → ａ → ｄ

旧簿記・会計

― ９ ― （２６１７―９）



Ｂ 次の文章は，ある高等学校の商業科に通うＲさんと，簿記・会計担当のＳ先生

との会話である。これを読み，１２ページから１５ページの問い（問１～９）に答え

よ。ただし，金額の単位は，別途指示してある箇所を除き，すべて万円である。

なお，（ ）は各自で考えること。

Ｒさん：こんにちは，Ｓ先生。この前の授業で配られた 資料 の株式会社にお

ける諸取引について質問していいですか。

Ｓ先生：いいですよ。

資料 株式会社における諸取引

 会社設立に際し，株式１００株を�株につき￥�で発行し，全額の引き受

け・払い込みを受け，払込金を当座預金とした。ただし，�株の払込金額

のうち￥�は資本金に計上しないことにした。

 当期首（�月�日）に，額面総額￥２００の社債を，額面￥１００（単位：円）

につき￥９７（単位：円），償還期限�年，利率年�％，利払い年�回（�月

末日と�月末日）の条件で発行し，払込金は当座預金とした。

 株式会社の決算において，当期純利益￥１００を計上した。

Ｒさん：まず， 資料 の仕訳を確認していただけますか。

（借） 当 座 預 金 ５００ （貸） 資 本 金 シ ス ０

サ （ ）

Ｓ先生：あっていますよ。�会社法によると，払込金の全額を資本金に計上す

ることが原則ですが，例外として払込金額の セ を超えない金額を資

本金に計上しないことができます。

Ｒさん：わかりました。そういえば，会社の設立に要した諸費用を計上する仕訳

があったと思うのですが，設立準備のために発起人が立て替えていた諸費

用は， ソ 勘定で処理すればいいですか？

旧簿記・会計

― １０ ― （２６１７―１０）



Ｓ先生：はい，そのとおりです。なお，設立後の営業開始（開業）までに要した諸

費用は（ ）勘定で処理します。

Ｒさん：わかりました。ところで，会社設立後に株式を新たに発行するためにか

かった諸費用は，資本金から控除できますか？

Ｓ先生：「企業会計原則」では「 タ 」と定められており，これにしたがえば控

除できません。 チ 勘定で処理することになります。

Ｒさん：なるほど。次に， 資料 の仕訳を確認していただけますか。

（借） 当 座 預 金 ２００ （貸） 社 債 ２００

Ｓ先生：勘定科目はあっていますが，金額は間違っています。この取引は，割引

発行なので，額面金額の￥２００ではなく，払込金額の￥ ツ テ ト で記

帳され，この後，償却原価法が適用されます。

Ｒさん：うっかりしていました。社債の問題は，抽せん償還や�買入償還につ

いても間違えることがあるので，繰り返し勉強しておきます。最後に，

資料 の仕訳 ナ も確認していただけますか。

Ｓ先生：正解です。個人企業における純利益の計上の仕訳とあわせて覚えておき

ましょう。このほかにも，�株主総会で配当を決議したときの仕訳も復

習しておいてください。

Ｒさん：はい，わかりました。今日はいろいろと教えていただきありがとうござ

いました。

旧簿記・会計

― １１ ― （２６１７―１１）



問 １ 会話文における サ に入る最も適当な勘定科目を，次の解答群のうち

から一つ選べ。また， シ ・ ス に当てはまる数字を，解答用紙の

解答欄にマークせよ。

サ の解答群

� 仮 受 金 � 資本準備金

� 利益準備金 � 新築積立金

問 ２ 会話文における セ に入る最も適当なものを，次の解答群のうちから

一つ選べ。

セ の解答群

� �分の� � �分の�

� 	分の� � 
分の�

問 ３ 会話文における ソ ， チ に入る最も適当な勘定科目を，次の解

答群のうちから一つずつ選べ。

ソ ， チ の解答群

� 立 替 金 � 前 払 金 � 創 立 費

� 開 業 費 � 株式交付費 � 社債発行費

旧簿記・会計

― １２ ― （２６１７―１２）



問 ４ 会話文における タ に入る最も適当なものを，次の解答群のうちから

一つ選べ。

タ の解答群

� 企業の財政に不利な影響を及ぼす可能性がある場合には，これに備

えて適当に健全な会計処理をしなければならない。

� 資本取引と損益取引とを明瞭に区別し，特に資本剰余金と利益剰余

金とを混同してはならない。

� 企業会計は，その処理の原則および手続きを毎期継続して適用し，

みだりにこれを変更してはならない。

� 重要性の乏しいものについては，本来の厳密な会計処理によらない

で他の簡便な方法によることも認められる。

問 ５ 会話文における ツ ～ ト に当てはまる数字を，解答用紙の解答

欄にマークせよ。

問 ６ 会話文における ナ に入る最も適当な仕訳を，次の解答群のうちから

一つ選べ。

ナ の解答群

� （借） 損 益 １００ （貸） 資 本 金 １００

� （借） 当 期 純 利 益 １００ （貸） 資 本 金 １００

� （借） 損 益 １００ （貸） 繰越利益剰余金 １００

� （借） 繰越利益剰余金 １００ （貸） 損 益 １００

旧簿記・会計

― １３ ― （２６１７―１３）



問 ７ 会話文における下線部�に関連して，会社法による会計の目的として最も

適当なものを，次の解答群のうちから一つ選べ。 ニ

ニ の解答群

� 法人の課税所得および課税額の計算

� 国民経済の健全な発展と投資者の保護

� 経営管理に役立つ情報提供による経営者の支援

� 債権者や株主の保護および利害調整

問 ８ 会話文における下線部�に関連して，次の取引について仕訳した際に，社

債償還損益に関する勘定科目と金額の組合せとして正しいものを，後の解答

群のうちから一つ選べ。 ヌ

取引：宮城水産株式会社は，割引発行した額面総額￥５００の社債のうち

￥３００を，額面￥１００（単位：円）につき￥９６（単位：円）で小切手を振り

出して買入償還した。なお，買入償還した社債の償還時点の帳簿価額は

￥２９３である。

ヌ の解答群

� 社債償還損 ￥� � 社債償還損 ￥	

� 社債償還益 ￥� � 社債償還益 ￥	

旧簿記・会計

― １４ ― （２６１７―１４）



問 ９ 会話文における下線部�に関連して，株式会社が繰越利益剰余金から配当

を行う場合，会社法令の規定により（ ）と ネ の合計額が所定の金額

に達するまで，剰余金の配当として会社が支出する額の１０分の�を，

ネ 勘定の貸方に計上しなければならない。 ネ に入る最も適当な

勘定科目を，次の解答群のうちから一つ選べ。

ネ の解答群

� 資 本 金 � 資本準備金

� 利益準備金 � 繰越利益剰余金

旧簿記・会計

― １５ ― （２６１７―１５）



第２問 個人企業である千葉商店（決算は年�回，決算日は１２月３１日）は，�伝票

制（商品売買取引は，すべていったん掛け取引として処理する。）を採用しており，

毎月末に伝票を集計して仕訳集計表を作成し，仕訳集計表から総勘定元帳に合計転

記している。

次の 資料� ～ 資料� にもとづいて，１９ページから２１ページの問い

（問１～５）に答えよ。ただし，金額の単位はすべて千円である。なお，（ ）は各自

で考えること。〔解答記号 ア ～ ヒ 〕（配点 ３０）

資料� ×�年�月２０日から３０日までのすべての取引

２０日：小切手を振り出して，現金￥２００を引き出した。

２２日：かねて約束手形を振り出して神奈川商店から￥２５０の借り入れを行い，利

息￥�が差し引かれ，手取金は現金で受け取っていた。本日，この約束手形

の満期日となり，手形金額を現金で支払った。

２４日：茨城商店に対する売掛金の回収として，￥３５０が当座預金口座に振り込ま

れた。なお，振込手数料￥�は，茨城商店の負担とした。

２６日：埼玉商店に商品￥（ ）を売り渡し，代金は掛けとした。

２８日：大阪商店から商品￥２４０を仕入れ，内金￥（ ）を差し引き，残額は掛けと

した。

３０日：×�年�月１８日に，栃木商店に対する売掛金の全額￥７０（前期販売分）が

回収不能となり，貸倒損失として処理していた。月末に際し，仕訳集計表を

作成する前に総勘定元帳を確認したところ，貸倒引当金の残高が￥１５あっ

た。この回収不能額のうち，貸倒引当金残高を超過する金額が貸倒損失の金

額となるように修正した。

旧簿記・会計

― １６ ― （２６１７―１６）



資料� ×�年�月中に起票したすべての伝票（略式）

売 上 伝 票
�月�日

茨城商店 ３３０

入 金 伝 票
�月�日

売 掛 金 ３０
（茨城商店）

出 金 伝 票
�月�日

消耗品費 ２１

仕 入 伝 票
�月�日

東京商店 ２２０

売 上 伝 票
�月１０日

埼玉商店 ３００

売 上 伝 票
４月１２日

埼玉商店 ２０
（値 引 き）

振替伝票（借方）
�月１５日

買 掛 金 １８０
（東京商店）

振替伝票（貸方）
�月１５日

当座預金 １８０

振替伝票（借方）
�月１８日

貸倒損失 ７０

振替伝票（貸方）
�月１８日

売 掛 金 ７０
（栃木商店）

ア 伝 票
�月２０日

（ ） ２００

（ ）伝票
�月２２日
イ （ ）

振替伝票（借方）
�月２４日

当座預金 ウ エ オ

振替伝票（貸方）
�月２４日

売 掛 金 ウ エ オ
（茨城商店）

売 上 伝 票
�月２６日

埼玉商店 カ キ ク

仕 入 伝 票
�月２８日

大阪商店 ２４０

振替伝票（借方）
�月２８日

買 掛 金 ケ コ
（大阪商店）

振替伝票（貸方）
�月２８日

（ ） ケ コ

振替伝票（借方）
�月３０日

（ ） １５

振替伝票（貸方）
�月３０日
サ １５

（注） 太字は赤字記入を意味する。

旧簿記・会計
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資料� ×�年�月末における仕訳集計表

仕 訳 集 計 表
×�年�月３０日

借 方 元
丁 勘 定 科 目 元

丁 貸 方

２３０
（

省

略

）

現 金
（

省

略

）

２７１
（ ） 当 座 預 金 ３８０
（ ） 売 掛 金 （ ）
（ ） （ ）

前 払 金 （ ）
（ ） 買 掛 金 ソ タ チ
（ ） イ

シ０ 売 上 ９７０
（ ） 仕 入

ス セ 消 耗 品 費
（ ） サ （ ）

２，６４６ ２，６４６

資料� ×�年�月中の総勘定元帳（一部）

現 金

１，２５０ １，０００
�/３０（ ）�/３０（ ）

当 座 預 金

３，０００ １，４００
�/３０（ ）�/３０ ツ テ ト

総 勘 定 元 帳

前 払 金

２００ �/３０（ ）

（注） 摘要欄は省略してある。また，日付欄の記載のない金額は，×�年�月末までの記入の合計額であ
る。

資料� ×�年�月末における総勘定元帳の勘定残高（一部）

現 金 ￥ ナ ニ ヌ 売掛金 ￥９２０ 前払金 ￥１２０

旧簿記・会計
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問 １ 資料� の ア に入る最も適当なものを，次の解答群のうちから一つ

選べ。

ア の解答群

� 入 金 � 出 金

� 売 上 � 仕 入

問 ２ 資料� の イ ， サ に入る最も適当な勘定科目を，次の解答群

のうちから一つずつ選べ。

イ ， サ の解答群

� 受 取 手 形 � 手形貸付金 � 支 払 手 形

� 手形借入金 � 貸倒引当金 � 貸 倒 損 失

	 貸倒引当金繰入 
 雑 損

問 ３ 資料� の ウ ～ コ ， 資料� の シ ～ チ ，

資料� の ツ ～ ト ， 資料 の ナ ～ ヌ に当てはま

る数字を，解答用紙の解答欄にマークせよ。

旧簿記・会計
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問 ４ 千葉商店は，補助簿として，当座預金出納帳，買掛金元帳，売掛金元帳を用

いている。千葉商店の補助簿に関する次の～の文章における ネ ～

ハ に当てはまる数字を，後の解答群のうちから一つずつ選べ。

 当座預金口座を A銀行千葉支店にのみ開設している場合，当座預金出納

帳の×�年�月�日に記入される前月繰越の金額は，￥ ネ となる。

 買掛金元帳の東京商店勘定に，×�年�月�日の日付で前月繰越の金額と

して￥２８０（貸方残高）が記入されている。したがって，×�年�月末におけ

る買掛金元帳の東京商店勘定の残高は，￥ ノ （貸方残高）となる。

 ×�年�月末において，売掛金元帳に設けられたすべての人名勘定の残高

を合計すると，￥ ハ （借方残高）となる。なお，×�年�月末において

売掛金元帳の各勘定（すべて）の残高は，茨城商店勘定￥３５０（借方残高），栃

木商店勘定￥７０（借方残高），埼玉商店勘定￥�である。

ネ の解答群

� １，５７０ � １，６００ 	 ３，０００ 
 ３，３５０

ノ の解答群

� １００ � ２４０ 	 ３２０ 
 ５００

ハ の解答群

� ９２０ � ９２１ 	 ９４０ 
 ９４１

旧簿記・会計
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問 ５ 資料� の×�年�月�日の売上伝票および入金伝票は，一つの取引につ

いて起票したものである。

千葉商店が�伝票制を採用し，この取引を次のように伝票（略式）に起票して

いた場合，入金伝票の ヒ に入る最も適当な勘定科目を，後の解答群のう

ちから一つ選べ。なお，得意先の商店名の記載は省略してある。

振替伝票（借方）
�月�日

（ ） ３００

振替伝票（貸方）
�月�日

（ ） ３００

入 金 伝 票
�月�日
ヒ （ ）

ヒ の解答群

� 売 掛 金 � 当 座 預 金

� 前 受 金 	 売 上

旧簿記・会計
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第３問 個人企業である長野商店（決算は年�回，決算日は１２月３１日）に関する次

の 資料� ～ 資料� にもとづいて，２６ページの問い（問１・問２）に答えよ。

ただし，金額の単位はすべて千円である。なお，（ ）は各自で考えること。

〔解答記号 ア ～ ヒ 〕（配点 ３０）

資料� ×�年１２月２３日における残高試算表

残 高 試 算 表
×�年１２月２３日

借 方 元
丁 勘 定 科 目 貸 方

１８５
（

省

略

）

現 金
４５７ 当 座 預 金
４００ 受 取 手 形
５５０ 売 掛 金

貸 倒 引 当 金 ４
２８０ 有 価 証 券
３２０ 繰 越 商 品

１，０２０ 建 物
建物減価償却累計額 １３６

５００ 備 品
備品減価償却累計額 １００

１，０００ 土 地
支 払 手 形 ４００
買 掛 金 ４６４
借 入 金 ６００
商 品 券 １３０
資 本 金 ２，５００

５０ 引 出 金
売 上 ４，６６６

３，５００ 仕 入
５８０ 給 料
９０ 保 険 料
５０ 消 耗 品 費
１８ 水 道 光 熱 費

９，０００ ９，０００

旧簿記・会計
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資料� ×�年１２月２４日から３１日までのすべての取引

２４日：さきに商品代金支払いのために，岐阜商店あてに振り出していた約束手形

￥１００について，支払期日の延期を申し込み，承諾を得て，利息￥�を加え

た新しい約束手形を振り出して旧手形と交換した。

２６日：商品￥１２０を売り渡し，代金はさきに当店が発行した商品券で受け取っ

た。

２７日：本月分の給料￥９０の支払いにあたり，所得税の源泉徴収額￥�を差し引

いて，残額を現金で支払った。

２９日：広島商店から商品￥２００を仕入れ，代金はかねて受け取っていた山梨商店

振り出しの約束手形￥２００を裏書譲渡して支払った。なお，保証債務の時価

は，手形額面金額の�％とする。

３１日：山梨商店に対する売掛金を回収するため，当店受け取り，山梨商店あての

為替手形￥２５０を振り出し，同店の引き受けを得た。

資料� 決算整理に先立って修正すべき事項

 現金の実際有高と帳簿残高を照合したところ，実際有高の方が￥�多かっ

た。その原因の一部として，水道光熱費￥�と売上￥�の記帳もれが判明し

た。残額は，原因が不明であった。

 取り立てを依頼していた京都商店振り出しの約束手形￥１００が，当座預金に

入金されたむねの通知を，取引銀行から受けていたが，未記帳であった。

旧簿記・会計
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資料� ×�年１２月３１日における棚卸表

棚 卸 表
×�年１２月３１日

勘 定 科 目 摘 要 内 訳 金 額

繰 越 商 品 A商品 ５０個 ＠￥６ ３００

受 取 手 形 期末残高 （ ）
貸倒見積額 期末残高の�％
貸倒引当金の設定は，差額補充法による。 ７ （ ）

売 掛 金 期末残高 （ ）
貸倒見積額 期末残高の�％
貸倒引当金の設定は，差額補充法による。 ウ （ ）

建 物 取得原価 ×�年�月�日取得 １，０２０
定額法 残存価額ゼロ，耐用年数３０年
内訳 減価償却累計額 ￥ １３６

減 価 償 却 費 ￥ ア イ （ ） （ ）

備 品 取得原価 ×�年�月�日取得 ５００
定率法 償却率２０％
内訳 減価償却累計額 ￥（ ）

減 価 償 却 費 ￥（ ） （ ） エ オ０

有 価 証 券 B社株式を売買目的で保有
帳簿価額 B社株式�株 �株につき￥７０ ２８０
評 価 益 B社株式�株 �株につき￥ １ （ ） （ ）

消 耗 品 未使用分 ９

前払保険料 保険料 毎年�月�日に�年分前払い
当期に保険料の見直しは行われていない。 （ ）

未 払 利 息 借入金￥６００に対する利息
利率年�％ 未払い分�か月 ３

資 本 金 期首資本金 ２，５００
引 出 金 （ ） ２，カ キ０

旧簿記・会計
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資料� ×�年１２月３１日における損益計算書と貸借対照表
損 益 計 算 書

長野商店 ×�年�月�日から×�年１２月３１日まで

費 用 金 額 収 益 金 額

売 上 原 価 ケ ，コ サ０ 売 上 高 （ ）
給 料 （ ） 有価証券評価益 タ
貸倒引当金繰入 （ ）（ ） チ
保 険 料 シ ス
減 価 償 却 費 （ ）
消 耗 品 費 セ ソ
水 道 光 熱 費 （ ）

ク ８
（ ） ２
当 期 純 利 益 １４０

４，７９６ ４，７９６

貸 借 対 照 表
長野商店 ×�年１２月３１日

資 産 金 額 負債および純資産 金 額

現 金 （ ） 支 払 手 形 ヌ ネ ノ
当 座 預 金 ツ テ ト 買 掛 金 ４６４
受 取 手 形 （ ） 借 入 金 ６００
貸 倒 引 当 金 （ ） ３４３ ナ ５

売 掛 金 （ ） （ ） ハ ヒ
貸 倒 引 当 金 ウ （ ） 未 払 利 息 ３

有 価 証 券 （ ） ニ ２
商 品 ３００ 資 本 金 ２，カ キ０
消 耗 品 ９ 当 期 純 利 益 １４０
前 払 保 険 料 （ ）
建 物 １，０２０
減価償却累計額 （ ） （ ）

備 品 ５００
減価償却累計額 （ ） エ オ０

土 地 １，０００

４，０７９ ４，０７９

旧簿記・会計
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問 １ 資料� の ア ～ キ ， 資料� の ケ ～ ト ，

ヌ ～ ヒ に当てはまる数字を，解答用紙の解答欄にマークせよ。

問 ２ 資料� の ク ， ナ ・ ニ に入る最も適当な勘定科目を，

次の解答群のうちから一つずつ選べ。

ク ， ナ ・ ニ の解答群

� 未 払 税 金 � 前 受 金 � 商 品 券

� 所得税預り金 � 保 証 債 務 	 保証債務費用


 租 税 公 課 � 支 払 利 息 � 手形売却損

旧簿記・会計
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